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(リ・
H

・
司
・
価
格
の
直
視
分
析
(
二
)

!
I
1通
説
「
ゎ
-
H
司
・
価
格
」
批
判
、

な
ら
び
に
、

財
産
保
険
基
本
方
程
式
の
定
立

1
1
i

佐

波

に'"E主

平

第

一」
ノ、

節

上
来
の
説
明
に
よ
っ
て
私
の
提
唱
す
る
新
説
の
内
容
・
意
義
は
ほ
ぼ
言
い
尽
さ
れ
て
い
る
が
、
な
あ
、
私
白
こ
の
新
説
が
他
臼
諸
種

の
契
約
形
態
に
も
十
分
の
適
用
性
を
有
す
る
己
と
を
明
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
ζ

に
、
若
干
山
考
察
を
補
足
し
た
い
。

上
来
、

P
F
司
・
契
約
を
取
り
扱
っ
た
考
察
で
は
、
当
該
海
上
保
険
に
ゐ
け
る
保
険
価
額
は
船
積
誌
に
お
け
る
輸
出
貨
物
白
戸
。
回
・

価
格
で
あ
っ
た
。
己
の
問
の
事
情
は
既
出
(
与
の
l
町
、

H出
向

(
4
)

円

H
q
+」
「

し

か

し

、

現

実

の

ま
た
は

に
明
き

L
か
で
あ
る
。

輸
出
貿
易
取
引
に
お
い
て
司
・
0
・
回
・
価
格
を
保
険
価
額
と
す
る
契
約
は
イ
ン
ヴ
ォ
イ
ス
価
格
が
円
。
凹
・
建
に
た
っ
て
い
る
場
合
に
限

た
と
え
ば
イ
ン
ヴ
ォ
イ
ス
価
格
が
ロ
目
戸
戸
建
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
輸
出
貨
物
の
口
円
・
『
・

価
格
が
保
険
価
額
と
し
て
約
定
さ
れ
る
の
が
、
む
し
ろ
、
普
通
の
ご
と
く
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
契
約
形
態
に
つ
い
て
も
考
察

ら
れ
、

同
ぞ
れ
正
夢
、
在
っ
て
、

を
試
み
る
己
と
に
し
た
い
。

ゅ
な
お
、
そ
れ
に
先
さ
立
っ
て
、
こ
の
程
白
取
引
形
態
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
し
て
お
こ
う
。

い
ま
、
海
上
保
険
料
率
を

γ
と
す
れ

n
H
司
価
格
の
巨
視
分
析
つ
一
)

第
八
十
七
巻

四
コ

九

第
六
号

九



n

H

]

り
価
格
の
匡
視
骨
析
(
二
)

第
八
十
七
巻

四
回
。

第
六
号

O 

ば
、
と
の
種
の
契
約
形
態
で
は
次
の
連
立
方
程
式
が
成
立
す
る

。
十
」
「
+
『
H
同

」

1HH
可同

己
こ
で
、
仙
刊
を
川
川
に
代
入
す
る
と
、

。
十
、
H
N
十
『
日
同

と
た
り
、
こ
れ
か
ら
次
の
二
式
に
み
ち
び
く
。

号
申

t

C
ナ
『

i

H

晴、

s 

司
、
(
の
+
『
)

.

戸

ll喝
、

と
の
(
ハ
〕
、

(
一
一
)
は
、
現
在
、
貿
易
商
社
、
海
上
保
険
会
社
、

等
々
で
上
記

ω契
約
形
態
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
て
W
る
「
ロ
戸

『
価
格
」
、
「
海
上
保
険
料
」
の
算
出
方
式
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
実
の
貿
易
業
界
で
は
保
険
価
額
(
ま
た
は
保
険
金
額
)
を
口
'
円
『
・

イ
ソ
ヴ
ォ
イ
ス
価
格
白
一
割
増
に
す
る
慣
行
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
上
記
白
(
ハ
〉
、
(
ニ
)
に
相
応
す
る
算
式
と
し
て
は
次
心
も
の

が
慣
用
さ
れ
て
い
る
。



κご、

頃之

ー

の

十

可

l

H

l

H

]

マ

\~ 

司

H

H
司
、
(
一
司
+
『
)

'

日

1
H

円、

さ
て
、
己
の
種
白
契
約
形
態
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
、
輸
出
貿
易
商
社
白
船
積
港
に
お
け
る
投
入
総
額
E
は
、
上
掲
(
イ
)
に
し
た
が

っ
て
、
次
白
よ
う
に
表
わ
せ
る
。
た
だ
し
、
最
初
は
、
純
保
険
料
方
式
を
仮
定
す
る
。

s 

。
十
同
十
句
リ
同

』ア
U

可同

己
こ
で
、
純
保
険
料
Z
、
投
入
総
額
H
を
ゴ
チ
ッ
グ
書
体
で
示
し
た
の
は
、
本
誌
前
号
で
説
明
し
た
契
約
形
態
(
H
W

・
O
・
回

イ
Y
ヴ

オ
イ
ス
佃
格
を
保
険
佃
額
と
す
る
輸
出
契
約
形
態
)
で
の
純
保
険
料
I
、
輸
出
商
社
投
入
総
額
E
と
区
別
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
途
中
海
上
危
険
に
上
っ
て
生
じ
る
減
価
は
如
何
と
い
う
に
、
減
価
は
つ
ね
に
保
険
価
額
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
い

ま
、
こ
の
契
約
形
態
で
の
保
険
価
額
H
が
減
損
し
価
額
E
と
左
っ
て
仕
向
港
に
到
達
す
る
と
し
、

H
と
F
と
の
差
額
す
た
わ
ち
損
害
額

を
M
と
す
れ
ば
、
次
式
が
成
立
す
る
。

s 

同
旬
、
H
民

こ
こ
で
、

M
も
、
上
述
の
理
由
か
ら
、
(
本
誌
前
号
論
文
の

M
と
区
別
す
る
た
め
、
)
ゴ
チ
y

グ
書
休
で
一
目
さ
れ
る
。
h

仙
台
、
こ
こ
で

も
、
前
号
論
文
と
同
様
に
、
全
部
保
険
が
前
挺
さ
れ
る
ゆ
え
、

M
は
減
価
額
(
ま
た
は
損
害
額
)
で
あ
る
と
同
時
に
保
険
会
社
の
損
害

門
戸
町
価
格
の
目
視
骨
折
(
二
U

第
八
十
七
巻

四
四

第
六
号



円
同
町
価
格
白
巨
視
分
析
(
二
)

第
八
十
七
巻

四
回

第
六
号

填
補
金
額
を
も
意
味
す
る
。

(
お
)
左
辺
の

E
t右
辺
に
移
せ
ば
、
次
式
が
得
b
れ
る
。

官
) 

N
M
H
旬、十
h
h

己
申
(
幻
)
を
(
お
)
の
右
辺
に
代
入
寸
る
と
、
次
式
に
み
ち
び
く
。

主主

。+L『+町
U

岡
、
+
』
h

し
か
る
に
、
本
誌
前
号
論
文
に
既
出
白

(
6
)
と
同
じ
く
、
保
険
会
社
の
収
入
す
る
純
保
険
料
Z
は
そ
れ
が
支
出
す
る
保
険
金
(
填
補

金
)
M
に
相
等
し
く
、

s 

h
r
-
h
 

が
成
り
立
つ
ゆ
え
、
い
ま
、
(
お
)
か

b
(羽
)
を
辺
々
さ

L
引
く
と
、

主主

。+『
H
旬、

に
到
達
す
る
。
こ
こ
で
、

E
は
、
さ
さ
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
到
達
港
に
島
げ
る
当
該
取
引
物
件
の
実
価
を
意
味
す
る
を
も
っ
て
、
既

述

司

。

国

イ

γ
ヴ
ォ
イ
ス
価
格
を
保
険
価
額
と
す
る
契
約
形
態
に
治
げ
る

。
+
『
川
匂

( 

'" ) 



に
そ
由
主
主
対
応
し
て
、
突
に
有
意
味
で
あ
る
。
す
も
叫
わ
ち
、
既
述
契
約
形
態
の
場
合
と
同
様
に
、
口
-
H
-

『
・
イ
Y
M
V

ォ
イ
ス
価
格
を

保
険
価
額
と
す
る
契
約
形
態
に
あ
っ
て
も
、
純
保
険
料
I
は
到
達
港
に
あ
け
る
取
引
物
件
の
実
価
た
る
E
の
価
格
の
形
成
に
参
加
し
在

い
己
と
が
判
明
す
る
。

第

七

節

上
一
記
は
純
保
険
料
方
式
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
険
料
を
す
べ
て
純
保
険
料
と
見
て
分
析
し

τい
る
の
で
あ
っ
て
、

一
応
そ
う
し
た
仮
定
を
と
る
の
が
純
理
論
的
と
考
え
る
か

b
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
保
険
契
約
者
(
こ
己
で
は
貿
易
商
社
)
が
保

険
者
(
己
こ
で
は
海
上
保
険
会
羽
)
に
払
い
込
む
保
険
料
は
、
純
保
険
料
で
は
友
く
し
て
、
純
保
険
料
を
本
体
と
し
こ
れ
に
附
加
保
険

料
を
添
加
し
て
成
る
営
業
保
険
料
で
あ
る
。
よ
ヲ
て
、
現
実
に
即
し
て
営
業
保
険
料
方
式
に
つ
い
て
も
当
面
白
契
約
形
態
を
考
察
し
た

く
て
は
な
ら
ぬ
。

い
ま
、
営
業
保
険
料

t
A
r
で
表
わ
す
な
b
ば
、
上
掲
(
お
〉
は
次
白
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
純
保
険
料
Z
D
代
わ
り
に

AZ
を
入

れ
替
え
、
つ
れ
て
、
輸
出
商
社
の
船
積
港
に
お
け
る
投
入
総
額
E
D
代
わ

D
に
丘
を
入
れ
替
え
る
わ
け
で
あ
る
。

(
山
形
A

は
、
本

誌
前
号
論
文
と
同
じ
く
、
営
業
ー
保
険
料
方
式
を
表
わ
す
記
号
で
あ
る
。
)

:g 

。
+
同
+
『
U

同

こ
こ
で
も
、
上
掲
(
お
)
と
同
じ
よ
う
に
、

、
，
、
p

h

p

h
u
H
M可同同

門

戸

司

価

格

O
F
視
分
析
合
一
)

第
八
十
七
巻

四
回

第
六
号



円

同

町

価

格

D
E視
分
析
(
二
〕

第
八
十
七
巻

四
回
目

第
六
号

四

が
成
立
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
保
険
価
額
は

β
一
左
白
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
途
中
海
上
危
険
に
よ

っ
て
生
じ
る
減
価
は
つ
ね
に
保
険
価
額

A
E
に
つ
い
て
生
じ
る
ゆ
え
に
、
既
出
(
泌
)
と
同
じ
よ
う
に
し
て
、

s 

L
F

，
 

同
町
刷
、
H
回
『

と
な
り
、
こ
こ
で
左
辺
の
・
H
士
右
辺
に
移
せ
ば
、

ZE 

同
u
N
M
+
ミ

と
な
り
、
こ
の
(
お
)
左
辺
D
A
H
を
(
担
)
の
右
辺
に
代
入
す
る
と
、
次
式
に
み
ち
び
く
。

:g 

。+h
+
~
「
旬
、
+
民

と
こ
ろ
で
、
営
業
保
険
料

A
Z
は
、
さ
さ
に
述
べ
た
よ
う
に
、
純
保
険
料
I
と
附
加
保
険
料
L
と
か
ら
構
成
せ
ら
れ
る
。

s 

hnh+』

m

と
こ
で
附
加
保
険
料
L
が
ゴ
チ
y

ク
書
体
を
と
る
こ
と
は
、
他
の
記
号
例
と
同
じ
〈
、

口
H

・
司
・
価
格
を
保
険
価
街
と
す
る
契
約
形
態

去
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
(
お
)
左
辺
白

A
z
t
(出
)
に
代
入
す
れ
ば
、

ZE 

、，

。
十
』
十
『
十

H
U句
、
十
回
h

と
た
る
が
、
己
白
(
お
)
か

b
(
m
)
を
辺
々
さ
し
引
く
と
、
次
式
に
到
達
す
る
。



主主

。
十
句
十
』
い

H
旬、

己
の
(
幻
)
は
、
本
誌
前
号
論
文
で
得
た

。1

寸
『
十
円
、

H
』

U

信号
ご去し

に
対
応
し
て
、
実
に
有
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
と
己
で
採
り
上
げ
た
契
約
形
態
に
あ
っ
て
も
純
保
険
料
Z
は
到
達
港
に
お
け
る
取

引
物
件
(
被
保
険
利
益
)
白
実
価

A
H
の
形
成
に
は
参
加
せ
ず
、
参
加
す
る
の
は
附
加
保
険
料
L
で
あ
っ
て
、
附
加
保
険
料
L
D
場
合

は
モ
白
全
額
が
参
加
す
る
こ
と
が
(
幻
〉
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

第

八

節

以
上
白
考
察
主
通
し
て
得
ら
れ
る
結
論
は
「
保
険
契
約
形
態
。
如
何
を
問
わ
ず
純
保
険
料
は
当
該
保
険
が
そ
の
危
険
か
ら
ま
も
ろ
う

と
す
る
物
件
(
被
保
険
利
益
)
臼
価
格
構
成
に
参
加
し
な
い
。
参
加
す
る
臼
は
営
業
保
険
料
の
一
部
を
占
め
る
附
加
保
険
料
に
す
ぎ
在

い
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
海
上
保
険
の
み
な
b
ず
他
む
租
類
日
開
産
保
険
ー

l
つ
ま
り
、

財
産
保
険
一
般
ー
ー
に
も
当
て
は
ま
る
。
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

よ
っ
て
見
る
に
、
己
れ
ま
で
口
H

・
司
・
契
約
に
つ
い
て
人
々
が
た
が
く
採
っ
て
来
た
通
説
は
、
純
保
険
料
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
誤
っ

て
い
る
、
と
言
わ
な
く
て
は
左
b
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
純
保
険
料
は
、
危
険
(
し
た
が
ヲ
て
生
ず
る
こ
と
あ
る
べ
き
損
害
)
に
対
処
す
る

部
分
と
し
て
、
営
業
保
険
料
白
木
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
一
方
、
附
加
保
険
料
は
、
そ
の
表
現
の
告
げ
る
よ
う
に
、
単
に
「
附
加
」
的

部
分
に
す
ぎ
た
い
。
純
保
険
料
と
附
加
保
険
料
と
は
本
質
を
異
に
す
る
。
純
保
険
料
は
、
危
険
し
た
が
ヲ
て
確
率
に
依
存
す
る
も
の
と

ロ
同
町
価
格
の
巨
視
分
析
(
二
)

第
八
十
七
巻

四
四
五

第
六
号

五



ロ

同

町

価

格

D
E視
分
析
(
二
〕

第
八
十
七
巻

四
四
六

第
六
号

~ ノ、

し
て
、
保
険
の
木
質
に
決
定
的
意
大
な
関
係
を
有
す
る
の
に
対
し
て
、
附
加
保
険
料
は
、
保
険
者
と
し
て
は
、
単
に
普
通
D
意
味
の
営

業
費
を
回
収
す
べ
き
部
分
と
し
て
、
危
険
確
率
に
は
本
質
的
た
関
係
主
有
し
在
い
。
保
険
業
以
外
由
業
種
に
も
一
般
に
見
ら
れ
る
営

業
費
を
回
収
す
べ
き
項
目
が
附
加
保
険
料
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
モ
れ
を
投
入
す
る
貿
易
商
社
に
あ
っ
て
も
、
附
加
保
険
料
は
、
他

白
投
入
項
目
l

l
貨
物
の
『
・
C
回
・
価
格
C
と
海
上
運
賃
F
I
l
l
と
同
じ
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
事
実
、
ま
た
、

C
お
よ
び
F

と
同
じ
く
、
附
加
保
険
料
の
全
額
が
到
達
港
価
格
の
構
成
に
参
加
す
る
こ
と
は
上
来
考
察
白
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
際
に
も
、
人
々

が
こ
れ
ま
で
「
保
険
料
」
と
言
う
と
き
、
モ
れ
は
営
業
保
険
料
全
額
の
意
で
あ
っ
て
、
ロ
日
司

契
約
で
保
険
料
I
(ま
た
は
I
)
が

貨
物
到
達
価
格
白
一
構
成
項
目
た
り
得
る
と
考
え
て
き
た
場
合
に
も
、
そ
れ
は
黙
示
的
に
営
業
保
険
料
を
意
味
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

決
し
て
単
な
る
附
加
保
険
料
を
指
し
て
の
己
と
で
な
い
。
こ
の
関
連
か

b
言
っ
て
、
従
来
の
口
同
司
に
関
す
る
通
念
は
、
少
な
く
と

も
主
観
的
に
は
、
全
面
的
に
あ
や
ま
ワ
て
い
た
と
断
言
し
て
き
し
っ
か
え
な
h
で
あ
ろ
う
。

(
附
加
保
険
料
が
価
格
構
成
要
因
D

一
つ

た
る
こ
と
を
客
観
的
に
証
明
し
た
の
は
、
お
そ

b
く
、
己
白
た
び
の
私
の
分
析
を
も
り
て
哨
矢
と
す
る
で
あ
ろ
う
が
ゆ
え
で
あ
る
。
)

己
れ
に
、
ま
た
、
関
連
し
て
、
日
本
通
産
省
産
業
連
関
表
(
昭
和
二
十
六
年
)
の
作
成
に
つ
い
て
も
一
言
を
費
し
た
い
。
通
産
省
産

業
連
関
表
の
場
合
、
銀
行
業
、
信
託
業
、
生
命
保
険
業
に
つ
い
て
は
営
業
経
費
を
も
っ
て
「
生
産
総
額
L

と
規
定
し
、
不
動
産
業
に
つ

い
て
は
不
動
産
賃
貸
料
・
仲
介
業
者
周
旋
手
数
料
を
も
っ
て
「
生
産
総
額
」
と
規
定
し
て
い
る
に
対
し
て
、
損
害
保
険
業
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
収
入
(
再
保
険
料
収
入
を
ふ
く
む
)
と
投
資
部
営
業
経
費
と
白
合
計
額
を
も
っ
て
「
生
産
総
額
」
と
規
定
し

τ
い
る
。
損
害
保

険
業
に
対
す
る
己
の
仕
方
は
一
九
四
七
年
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
労
働
省
産
業
連
関
表
の
仕
方
を
踏
襲
し
た
も
白
の
よ
う
で
あ
ら
が
、
端
的

に
評
す
る
な
ら
ば
、
不
手
際
の
モ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
理
由
(
一
)
誤
解
を
生
じ
る
お
モ
れ
が
多
分
に
あ
る
。
理
由
一
八
二
〉

損
害
保
険
業
に
類
す
る
上
記
、
銀
行
業
・
信
託
業
・
生
命
保
険
業
・
不
動
産
業
・
等
々
で
の
規
定
と
白
聞
に
不
一
致
た
を
さ
す
。
理
由



〔
三
)
国
民
所
得
統
計
と
の
間
に
も
食
い
ち
が
い
が
生
じ
る
。
よ
っ
て
、
己
れ
ら
諸
理
由
か
ら
一
、
損
害
保
険
業
に
つ
い
て
も
「
営
業
経

費
」
を
も
っ
て
「
生
産
総
額
」
と
規
定
す
ペ
き
だ
と
私
は
考
え
る
。
以
下
、
簡
略
に
説
明
す
る
で
あ
ろ
う
。

通
産
省
産
業
連
関
表
の
場
合
、

「
保
険
料
収
入
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
営
業
保
険
料
収
入
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
、
純
保
険

料
と
常
業
費
と
か

b
構
成
さ
れ
る
。
本
論
文
の
記
号
に
よ
れ
は
、

、，N
H
H十
h

河
田
一
道

で
あ
る
が
、
右
辺
二
項
目
の
う
ち
純
保
険
料
I
は
正
味
生
産
価
格
P
ま
た
は

A
P
の
構
成
に
参
加
せ
ず
、

参
加
す
る
白
は
営
業
費
(
ま

た
は
附
加
保
険
料
)
L
だ
け
で
あ
る
。
こ
D
関
連
は

。+h，
H
H
M

四
円
圧
(
∞
)

。
+
『
十
』
ロ
リ
』
U

国

m
E
S

江
主
コ
て
明
き
ら
-
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
通
産
省
産
業
連
関
表
の
規
定
で
は
、
営
業
保
険
料
ー
し
た
が
っ
て
そ
り
中
に
ふ
く
ま
れ

る
純
保
険
料
ー
を
も
「
生
産
総
額
」
に
計
上
す
る
の
で
あ
る
か

b
、

通
説
「
ロ
H

・
可
価
格
」
が
お
ち
入
ヮ
て
い
も
誤
ま
っ
た
通
念
に

禍
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
評
さ
れ
て
も
止
む
を
得
ま
い
。

も
し
通
産
省
の
仕
方
に
そ
の
ま
ま
し
た
が
う
と
せ
よ
、
保
険
物
件
の
損
害
額
M
が
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

(
換
言
す
れ
ば
、
社
会

的
に
見
て
単
た
る
損
失
が
噌
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
)
、
こ
れ
に
見
合
う
べ
き
純
保
険
料
ー
し
た
が
っ
て
営
業
保
険
料
収
入

f
の
増
大
士

通
し
て
、
損
害
保
険
業
の
生
産
総
額
が
増
大
す
る
こ
と
に
た
っ
亡
、
社
会
一
般
の
常
識
ま
た
は
生
産
概
念
に
反
す
る
結
果
に
な
る
。
こ

ハU

一
同
町
価
格
の
巨
視
分
析
つ
一
)

第
八
十
じ
巻

四
四
七

第
六
号

七



ロ
同
町
価
格
。
巨
視
分
析
(
二
)

第
八
十
七
巻

四
四
八

第
六
号

l'、

こ
の
と
こ
ろ
は
、
本
論
文
で
た
び
た
び
用
い
ら
れ
た

同
日
出
向

田
正
(
。
)

の
一
市
す
よ
う
に
純
保
険
料
収
入
I
は
損
害
填
補
金
(
支
払
保
険
金
)
M
に
対
応
す
る
関
係
に
あ
り
、
ょ
っ

τ、
営
業
保
険
料

A

ー
の
う

ち
純
保
険
料
I
は
「
損
害
保
険
業
者
の
生
産
総
額
」
に
載
ら
た
い
、
載
る
白
は
附
加
保
険
料
L
ま
た
は
営
業
費
だ
、
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
引
例
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
。

い
ま
、
或
る
不
動
産
周
旋
業
者
甲
が
価
額
一
、

0
0
0万
円
白
土
地
の
売
買
に
仲
介
の
労
を
と
り
周
旋
手
数
料
五

O
万
円
を
収
得
す

る
と
せ
よ
。
甲
白
「
生
産
額
」
は
五

O
万
円
で
あ
っ
て
一
、

O
五
O
円
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
通
産
省
産
業
連
関
表
の
場
合
も
、
五

。
万
円
だ
け
を
も
っ
て
甲
白
「
生
産
」
と
規
定
し
て
い
る
J

甲
は
売
手
乙
か
ら
買
手
丙
へ
白
土
地
(
一
、

0
0
0万
円
〉
白
交
換
を
周

旋
し
た
報
酬
(
手
数
料
)
と
し
て
五

O
万
円
の
生
産
を
す
る
わ
け
で
あ
る
o

も
ち
ろ
ん
、
取
引
白
対
象
た
る
土
地
O
売
買
価
傾
D
大
小

に
よ
っ
て
周
旋
手
数
料
の
多
少
が
さ
だ
ま
る
と
い
う
関
連
は
あ
る
に
し
て
も
、
土
地
価
額
モ
れ
自
体
は
「
生
産
総
額
」
を
構
成
し
た
い
。

全
く
同
じ
こ
と
は
損
害
保
険
業
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
損
需
保
険
業
者
W
は
保
険
契
約
者
品
、
円
曲
、

i
:
、
日
山
か
ら
集
め
た
営
業
保
険

料

(
f
)
の
よ
ノ
ち
純
保
険
料
(
I
)
を
健
災
者
品
、
九
、
.
に
保
険
金
ま
た
は
損
害
填
補
金
(

M

)

と
し
て
引
き
わ
た
す
と
い
う
仲
介

在
す
る
の
が
本
業
で
あ
っ
て
、
こ
の
仕
事
に
要
す
る
経
費
を
W
は
附
加
保
険
料
(
L
)
と
L
て
保
険
契
約
者
よ
か
ら
収
得
す
る
白
で
あ
る
。

純
保
険
料
ー
ま
た
は
損
害
填
補
金
M
そ
れ
自
体
が
損
官
保
険
業
者
W
日
生
産
額
の
形
成
に
参
加
す
る
と
見
る
ベ
さ
で
も
仏
い
。
全
く
同
様

白
こ
と
は
銀
行
業
・
信
託
業
・
生
命
保
険
業
に
づ
い
て
も
当

τは
ま
る
で
あ
ろ
う
。

ょ
っ

τ、
通
産
省
産
業
連
関
表
の
場
合
、
銀
行
業
・
信
託
業
・
生
命
保
険
業
・
不
動
産
業
・
等
々
に
ゐ
け
る
と
同
様
に
、
単
に
営
業

経
費
を
も
っ
て
損
害
保
険
業
の
生
産
総
額
と
規
定
す
J
J
き
だ
と
考
え
る
。
叙
上
の
理
論
か

b
そ
う
あ
る
ベ
さ
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
に



類
似
す
る
諸
部
門
で
の
仕
方
と
統
一
さ
せ
る
と
い
う
便
宜

ω上
か
ら
も
、
そ
う
す
る
仁
と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、

ζ

白
よ
う
に
営
業
経

費
を
も
っ
て
損
帯
保
険
業
の
生
産
総
額
と
規
定
す
る
た
ら
ば
、
通
産
省
産
業
連
闘
表
山
よ
う
に
殊
更
に
「
投
資
部
常
業
経
由
H
」
士
生
産

総
額
に
あ
げ
る
必
要
も
な
く
な
る
。
そ
己
で
、
よ
り
具
体
的
に
言
う
た
ら
ば
、
国
民
所
得
統
計
で
と

b
れ
て
い
る
仕
方
の
よ
う
に
「
損

害
保
険
会
社
の
営
業
経
費
と
利
潤
と
の
総
和
、
す
な
わ
ち
、
受
取
利
子
配
当
と
〔
営
業
〕
保
険
料
と
白
合
計
か
ら
保
険
金
支
払
額
を
差
引

い
た
差
額
を
も
っ

τ生
産
額
と
規
{
国
」
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、
国
民
所
得
統
計
と
白
食
W
ち
が
い
か

b
も
免
れ
る
と
と
に
な
か
。
ち
な
み
に
、
昭
和
二
十
年
度
通
産
省
産
業
連
民
表
に
お
い
て
も
、
損
害
保
険
業
白
「
産
出
額
」
は
昭
和
二

十
六
年
度
産
業
連
関
表
に
お
け
る
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
規
定
さ
れ

τい
る
。
本
質
的
相
違
は
そ
り
聞
に
見
出
吉
れ
在
刷
。

こ
旬
、
国
民
所
得
統
計
に
お
け
る
損
害
保
険
業
の
「
生
産
額
」
の
規
定
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
い
ま
、
営
業
経
費
(
附
加
保
険
料
〕
を
L
、
利
潤

を
G
、
受
取
利
子
配
当
を
R
、
営
業
保
険
料
収
入
を

A
I
、
保
険
金
支
払
を
M
と
す
る
な
ら
ば
、
国
民
所
得
統
計
り
規
定
で
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

世
瑚
菊
雰
桝
白
山
川
回
同
務
酬
同
l
円
十

C
H
同

+

同

局

日
出
+
(
同
十
h
)

足

T
中
h

I
出

+

h

H

H

H

国
内

つ
ま
り
、

hu固
と
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
営
業
経
費
(
付
加
保
険
料
)
L
を
も
っ
て
煩
害
保
険
業
の
生
産
総
額
。
主
要
構

成
要
素
と
見
る
も
の
で
あ
る
。

川

wωω
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
「
日
本
経
萌
の
産
業
連
関
分
析
」
昭
和
三
二
年
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
三
八
七
ペ
ー
ジ

ω
通
商
産
業
大
臣
官
房
調
査
統
計
部
「
昭
和
三
十
年
産
業
連
関
表
。
解
明
L

昭
和
三
五
年
、
通
商
産
業
調
査
会
、
四
八
ペ
ー
ジ

(
昭
和
一
二
十
六
年
五
月
五
日
)

(
終
)

円
同
司
価
格
の
巨
視
骨
析
公
一
〉

第
八
十
七
巻

四
四
九

第
六
号

九


